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「
新
時
代
」
へ
の
魅
力
発
信
を
！ 

ご
祝
辞

徳
島
県
知
事
　
後
藤
田
正
純

て
き
た
も
の
が
、
芽
を
出
し
、
よ
り
一
層

成
長
す
る
楽
し
み
な
年
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
万
博
を
契
機
と
し
た
イ
ン
バ ご

挨
拶

郷
司
　
好
秀

奈
良
徳
島
県
人
会

会
　
　
　
　
長

私
は
会
長
と
し
て
二
つ
の
事
か
ら
は
じ
め
よ

う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
つ
は
総
会
の
充
実
化
で
す
が
、
も
う
一

形
座
の
方
々
は
、
文
字
通
り
「
手
弁
当
」
で

駆
け
つ
け
て
下
さ
り
、
奈
良
と
徳
島
の
絆
が

生
ま
れ
た
こ
と
を
、
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

た
い
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
今
年
新
設
さ
れ

た
「
徳
島
ゆ
か
り
同
好
会
」
が
８
月
に
阿
波

踊
り
体
験
バ
ス
ツ
ア
ー
を
組
ん
で
く
れ
ま
し

た
。
今
後
は
『
ふ
る
さ
と
徳
島
再
発
見
』
を

メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
新
企
画
を
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
年
前
か
ら
交
流
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
阿

南
市
の
那
賀
川
町
商
工
会
青
年
部
が
取
り
組

む
「
壁
画
再
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
も
さ

ら
な
る
連
携
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
色
々
な
分
野
で
少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
お
り
、
県
人
会
活
動
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
新
た
な
船
出
と
な
り
ま
す
が
、
精

一
杯
活
動
し
て
行
く
所
存
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

絆
を
紡
ぎ
い
ざ
徳
島
へ
！

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
奈
良
徳
島
県
人
会
本
出
会
長
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
度
、
七
年
間
務
め

ら
れ
た
会
長
職
を
退
任
さ
れ
、
相
談
役
へ
と

就
任
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
長
き

に
わ
た
り
、「
ふ
る
さ
と
徳
島
」
の
た
め
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
新
た
に
会
長
と
な
り
ま
す
郷
司

会
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
「
ふ

る
さ
と
徳
島
」
の
発
展
に
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
奈
良
徳
島
県
人
会
の
さ
ら
な
る

ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご

健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。

　

奈
良
徳
島
県
人
会
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
を
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
出
会
長
は
じ
め
奈
良
徳
島
県
人
会
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
ご
ろ
よ
り
温
か

い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
、
昨
年
十
二
月
、

県
共
催
の
「
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
奈
良
公
演
」

の
開
催
に
際
し
、
奈
良
徳
島
県
人
会
で
積
み

上
げ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
惜
し
み
な
く
発

揮
い
た
だ
い
た
結
果
、「
奈
良
女
子
大
学
」・

「
東
大
寺
」
と
素
晴
ら
し
い
舞
台
で
約
五
五
〇

名
の
来
場
者
へ
本
県
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
尽
力

に
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
県
に
お
き
ま
し
て
は
、
今
年
を

「
国
際
化
元
年
」
と
銘
打
ち
、
県
政
史
上
初

の
国
際
定
期
便
の
就
航
や
地
域
商
社
の
設

立
、
タ
イ
と
の
Ｍ
Ｏ
Ｕ
締
結
な
ど
、
世
界

に
打
っ
て
出
る
た
め
に
種
を
植
え
準
備
し

ウ
ン
ド
の
誘
客
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
チ

ャ
ン
ス
と
捉
え
、
逃
す
こ
と
な
く
、
徳
島
の

「
新
時
代
」
に
向
け
た
魅
力
発
信
を
よ
り

つ
は
奈
良
徳
島
県
人
会
独
自
の
同
好
会
か
ら

の
会
員
増
強
で
す
。

　

以
前
か
ら
、
本
場
徳
島
の
阿
波
踊
り
を
見

　

そ
れ
が
今
回
の
東
大
寺
様
と
徳
島
吉
祥
院

様
と
の
「
阿
波
民
部
大
夫
忌
〜
奈
良
徳
島 

祈
り
の
架
け
橋
〜
」
法
要
に
繋
が
り
ま
し
た
。

一
層
進
め
、「
未
来
に
引
き
継
げ
る
徳
島
」
の

実
現
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
県
人

会
の
皆
様
に
は
、
な
お
一
層
の
お
力
添
え
を

https://netz.co.jp/tokushima/
奈良と徳島の 「心の架け橋」 になりたい！

　

令
和
７
年
度
奈
良
徳
島
県
人
会
定
期
総
会

を
開
催
出
来
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
県
人
会
活
動

に
多
大
な
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
会
員

の
皆
さ
ま
に
は
、
こ
の
場
を
お
か
り
し
て
改

め
て
御
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
本
出
前
会
長
か
ら
職
務
を
を
引

き
継
ぐ
事
と
な
り
ま
し
た
郷
司
好
秀
で
ご
ざ

い
ま
す
。
父
が
徳
島
三
好
市
阿
波
池
田
町
の

出
身
で
、
私
は
奈
良
県
桜
井
市
生
ま
れ
で
現

在　

歳
で
す
。
父
の
後
を
継
ぎ
、
木
材
業
と

不
動
産
業
を
営
ん
で
お
り
ま
す
。

　

入
会
し
ま
し
た
９
年
前
は
、
東
大
寺
参
道

で
行
わ
れ
た
紀
伊
半
島
復
興
祈
願
阿
波
踊
り

の
最
終
年
で
、
翌
年
か
ら
阿
波
人
形
浄
瑠
璃

東
大
寺
公
演
が
始
ま
り
ま
し
た
。
徳
島
の
人
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会　長　　木岡　清

私たちは “ふるさと徳島 ”を応援しています

事
業
報
告
、
決
算
そ
れ
に
新

年
度
計
画
や
予
算
案
な
ど
が

い
ず
れ
も
原
案
取
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　　

記
念
総
会
で
は
、
後
藤
田

正
純
徳
島
県
知
事
や
山
下
真

奈
良
県
知
事
を
始
め
、
多
く

の
ご
来
賓
よ
り
ご
祝
辞
を
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
、
初
め
て

海
外
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
上

海
、
台
湾
）
の
県
人
会
か
ら

の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
英
語
や
中

国
語
を
交
え
て
、
大
阪
関
西

万
博
を
控
え
て
、
国
際
色
豊

か
な
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

記
念
総
会
に
特
別
ゲ
ス
ト

と
し
て
招
か
れ
た
の
は
田
中

純
京
都
女
子
大
学
名
誉
教
授
。

　

幼
少
期
は
奈
良
で
育
ち
、

大
学
卒
業
後
は
、
ド
イ
ツ
を

中
心
に
世
界
的
な
バ
リ
ト
ン

歌
手
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

で
の
２
日
間
の
舞
台
公
演

で
は
、
日
英
語
の
字
幕
も
正

面
に
写
し
出
さ
れ
て
外
国
か

ら
の
お
客
様
も
一
緒
に
徳
島

が
誇
る
伝
統
文
化
を
体
験
し

て
も
ら
う
こ
と
が
報
告
さ
れ

る
と
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

大阪市中央区南船場 3-9-10 徳島ビル 1F   
　　　      （地下鉄心斎橋駅北 10 出口から北へ向かって 3 分）

                       電話 06-6253-0141
●定休日／土日祝日、年末年始  ●営業時間／ 9:00 ～ 16:30

　

令
和
７
年
度
定
時
総
会
を
開
催

総
会
で
は
「
奈
良
を
語
り
、

日
本
を
歌
う
」
を
テ
ー
マ
に

４
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
県
人

会
を
代
表
し
て
米
山
心
結
ち

ゃ
ん
（
６
歳
）
が
、
田
中
教

授
に
花
束
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

６
月　

日
、
ホ
テ
ル
日
航
奈
良
で

　

全
国
徳
島
県
人
会
連
合
会

と
奈
良
徳
島
県
人
会
の
「
合

同
総
会
」
が
令
和
６
年
７
月

６
日
（
土
）
に
、
奈
良
市
の

ホ
テ
ル
日
航
奈
良
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
同
連
合
会
の
定

時
総
会
が
奈
良
で
開
催
さ
れ

る
の
は
、
平
成　

年
以
来
２

回
目
と
な
り
ま
す
。
会
員
ら

１
３
０
名
が
参
加
し
て
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

合
同
総
会
に
先
立
ち
午
後

３
時
か
ら
同
連
合
会
の
総
会

が
開
催
さ
れ
、
令
和
５
年
度

の
事
業
と
決
算
報
告
、
さ
ら

に
令
和
６
年
度
の
計
画
や
予

算
、
役
員
改
選
な
ど
を
審
議

し
、
徳
島
大
学
と
の
「
連
携

協
定
」
や
県
人
会
連
合
会
の

20

奈良徳島県人会ニュース

奈
良
市
で
全
国
連
合
会
　
周
年
記
念
の
合
同
総
会

20

　

奈
良
徳
島
県
人
会
の
令
和

７
年
度
定
時
総
会
が
６
月　

日
（
土
）
午
前　

時
か
ら
、

奈
良
市
の
ホ
テ
ル
日
航
奈
良

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

総
会
に
は
、
会
員
の
他
に

徳
島
県
関
係
者
を
は
じ
め
多

く
の
ご
来
賓
が
ご
臨
席
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

司
会
を
つ
と
め
る
の
は
新

し
く
事
務
局
担
当
を
引
き
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
福
谷
あ

ず
さ
さ
ん
で
、
こ
の
日
は
勤

務
地
の
徳
島
か
ら
特
別
参
加

と
な
り
ま
す
。

　

は
じ
め
に
本
出
良
一
会
長

が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
令
和

７
年
度
か
ら
新
し
い
奈
良
徳

島
県
人
会
が
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
会
長
に
選
任
さ

れ
た
郷
司
好
秀
さ
ん
が
新
し

い
県
人
会
づ
く
り
に
つ
い
て

決
意
を
述
べ
、
同
好
会
を
中

心
と
し
た
今
後
の
県
人
会
の

活
動
方
針
を
発
表
し
ま
す
。

　

第
２
部
は
、
交
流
会
で
す
。

遠
く
か
ら
駆
け
つ
け
て
く
だ

さ
っ
た
ご
来
賓
の
皆
さ
ま
と

一
緒
に
懇
親
の
輪
を
拡
げ
ま

す
。
こ
の
日
の
特
別
ゲ
ス
ト

は
民
謡
と
三
味
線
の
藤
本
流

の
皆
さ
ま
で
す
。

　

そ
し
て
、
最
後
を
締
め
る

の
は
、
森
正
彦
連
長
率
い
る

阿
波
踊
り
同
好
会
「
大
仏
連
」

の
踊
り
子
達
。
全
員
の
総
踊

り
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
す
。

14
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海
外
県
人
会
か
ら
祝
辞

　

ま
た
、
記
念
事
業
と
し
て

徳
島
県
が
初
め
て
主
催
す
る

「
第
８
回
阿
波
人
形
浄
瑠
璃

奈
良
公
演
」
の
計
画
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
立
奈
良
女
子
大
学
の

講
堂
を
使
っ
た
特
別
授
業

と
東
大
寺
「
金
鐘
ホ
ー
ル
」

田
中
純
教
授
が
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

全国徳島県人会連合会と奈良徳島県人会の合同総会（昨年７月６日ホテル日航奈良）

14

民謡と三味線、華やかに演出

藤本秀洸若会主

　

日
本
の
伝
統
で
あ
る
民
謡
。
日
本
最
大
流
派
と
し

て
知
ら
れ
る
の
藤
本
流
の
三
味
線
と
唄
の
素
晴
ら
し

さ
を
存
分
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

先
代
の
藤
本
秀
洸
の
あ
と
の
秀
洸
会
を
引
き
継

ぎ
、
二
代
目
秀
洸
若
と
し
て
会
を
支
え
、
多
く
の

会
員
と
と
も
に
、
唄
と
三
味
線
の
楽
し
さ
を
伝
え
る

た
め
、
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

聴
く
人
の
心
を
和
ま
せ
、
民
謡
を
通
し
て
人
々
と

前年度

の
出
会
い
を
大
切
に
。

当
日
は
師
範
３
名
が

出
演
、
ユ
ニ
ッ
ト
の 

「
桃
谷
小
町
」
の
素

晴
ら
し
い
演
奏
を
お

楽
し
み
下
さ
い
。



昨年に連携協定を結んだ国立大学法
人徳島大学と全国徳島県人会連合会
の初めてのイベントが 3月 7日（金）
に、徳島大学 Future Center で開催
されました。
大学生や高校生が参加して「県人会
って何してるん」をテーマに討論。
講師を務めたのは奈良徳島県人会・
福谷あずささん。京都徳島県人会・
佐藤慎一さん。徳島県人会近畿連合
会・平松剛治さん。
これまでの仕事体験や、内外から見
た徳島の良さや想いなどなど。
意見交換はグループに分かれてのフ
リートーク。充実の 3時間でした。

〔３〕 奈良徳島県人会ニュース

令和６年 12月 18日、徳島文理大学
の公開講座が開かれました。
この公開講座は「地域課題解決をテ
コに新たな価値を創造する」という
講座で、那賀川町商工会の春野祐治
会長と奈良徳島県人会の本出良一会
長が講師に呼ばれました。
相互の活動を通じての人流づくりな
ど約 80名の受講者を前に、90分の
授業の講師を務めました。

い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

一
緒
に
参
加
し
て
い
た
関

西
エ
リ
ア
の
若
手
県
人
会
の

メ
ン
バ
ー
か
ら
質
問
や
激
励

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
あ
と
の
交
流
会
で

は
共
同
開
発
し
た
黒
米
の
ク

ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
で
乾
杯
！

島
県
人
会
の
「
新
春
の
集
い
」

に
参
加
し
た
こ
と
が
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
関
西
エ
リ
ア
の

県
人
会
青
年
部
と
も
情
報
共

有
を
図
る
な
ど
連
携
を
強
め

な
が
ら
、
関
西
と
徳
島
の
架

け
橋
と
し
て
拡
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

大
き
な
絵
を
描
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
那
賀
川
町
か
ら
は

奈
良
徳
島
県
人
会
総
会
や
阿

波
人
形
浄
瑠
璃
奈
良
公
演
に

駆
け
つ
け
て
下
さ
る
な
ど
、

互
い
の
交
流
を
深
め
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
那
賀
川
町

商
工
会
の
会
報
に
も
奈
良
徳

那
賀
川
町
商
工
会
青
年
部

徳
島
文
理
大
学
生

徳島大学とコラボイベント
「徳島プライド醸成塾」

〔発行〕 ２０２５年６月１４日

本出会長が公開講座の講師

若
者
と
交
流
事
業
が
３
年
目
に

　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
、
講
師
は
大
学
生
と
青
年
た
ち

一般社団法人 やまと文化フォーラム

代表理事　本出　良一
奈良徳島県人会相談役
 （三好市池田町出身）

〒630-8113 奈良県奈良市法蓮町 417-1-504
TEL.0742-77-0018　FAX.0742-55-9621

は
り
き
っ
て
い
ま
す
。

　

阿
南
市
の
那
賀
川
町
商
工

会
と
の
交
流
が
ス
タ
ー
ト
し

た
の
は
一
昨
年
の
「
出
島
防

潮
堤
壁
画
再
創
造
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
参
加
し
て
か
ら
。

　

昨
年
秋
に
は
奈
良
か
ら　

名
が
バ
ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し

て
阿
南
市
を
訪
問
、
堤
防
に

　
　
　

奈
良
徳
島
県
人
会
の

　
　
　

若
手
グ
ル
ー
プ
で
つ

　
　
　

く
る
「
盛
年
部
（
せ
い

　
　
　

ね
ん
ぶ
）」
が
中
心

に
な
っ
て
、
徳
島
の
若
者
達

と
の
交
流
事
業
が
始
ま
っ
て

今
年
で
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。

盛
年
部
で
は
、
今
後
ま
す
ま

す
こ
の
輪
を
広
げ
た
い
、
と

盛年部
　

今
年
２
月
１
日
に
奈
良
市

の
ホ
テ
ル
リ
ガ
ー
レ
春
日
で

開
催
さ
れ
た
「
新
春
の
集
い
」

に
は
、
徳
島
文
理
大
学
の
床

桜
英
二
教
授
（
学
部
長
）
に

引
率
さ
れ
た
大
学
生
４
名
と

那
賀
川
町
商
工
会
青
年
部
の

メ
ン
バ
ー
５
人
が
参
加
し
ま

た
。
徳
島
県
関
西
本
部
主
催

の
「
徳
島
交
流
大
使
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、

大
学
生
達
が
床
桜
ゼ
ミ
で
取

り
組
ん
で
い
る
地
域
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、

ま
た
、
商
工
会
青
年
部
も
連

携
し
て
い
る
地
域
活
動
に
つ

徳島交流大使スキルアップセミナーと新春の集い（2025.2.1 ホテルリガーレ春日野）
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向井設備　

向井　隆司
        〒569-0823  大阪府高槻市芝生町 1 丁目 16-1
         TEL.072-668-6601　FAX.072-668-6603
Mobile:090-2190-3196  E-mail:mukaisetsubi@basil.ocn.ne.jp

空調・電気・給排水衛生設備工事全般

代表者

奈良徳島県人会を応援しています

分科会でリーダー役を務める福谷副会長



〔４〕〔発行日〕 ２０２５年６月１４日

令和６年度 決算報告書

令和７年度 収支予算書

収入の部 支出の部
摘　　要　　　　　　金額（円）   摘　　要　　　　　　金額（円）

第 22 回総会会費
( 連合会と合同総会）
運営協力金
新年会会費
県人会ニュース広告
雑収入
余剰金
繰越金

第 22 回総会費用
事務通信費印刷代
新年会費用
ニュ - ス制作費
会議室利用費用
同好会補助金
雑費
令和 6 年度へ繰越

収入の部
 科　目 前年度決算額      差引増減　      付　記

自 令和 7 年 4 月   1 日
至 令和 8 年 3 月 31 日

予算額

支出の部
科　目 前年度決算額　　差引増減　　　 付　記予算額

  

  

  620,000

  341,000
  273,000
  204,000
    49,575
  250,000
  377,454

  779,681
  249,843
  281,000
  110,586
    26,465
  100,000
  357,644
  209,810

合　　計 合　　計 2,115,0292,115,029

（単位︓円）

（単位︓円）

収入の部
 チケット売上
 事務局運営委託料
 繰越金

支出の部
467,000
192,217
289,521

  659,217

  289,521

事業費用一式

次年度へ繰越

一般会計

特別会計（第 8回阿波人形浄瑠奈良公演）

一般会計

特別会計（阿波人形浄瑠璃奈良公演）

令和６年度 事業報告
自 令和６年 4 月  1 日
至 令和７年 3 月 31 日

１．奈良徳島県人会定期総会
　７月 6日 ( 土 ) ホテル日航奈良で全国徳島県人会連合会と
　の合同総会を開催。来賓や会員等 130 名の参加者を迎え
　る。バリトン歌手・田中純氏の記念コンサート等を開く。

２．常任理事会・役員会等
　〔常任理事会〕
　・4月 13日（日）アクティ奈良で開催
　・6月 22日（土）第１回阿波人形浄瑠璃実行委員会
　・9月 14日（土）第２回阿波人形浄瑠璃実行委員会
　・11月 24日（日）第 3回阿波人形浄瑠璃実行委員会
　〔正副会長会議〕は随時開催
　〔新春の集い＆徳島交流大使スキルアップセミナー〕
　・令和 7年 2月 1日 ( 土 ) ホテルリガーレ春日野で開催
　　 那賀川町商工会や徳島文理大学生ら 10名が参加

３．全国徳島県人会連合会・ふるさと会参加　
　〔京都四国人会〕4月 21日（日）総会
　〔堺徳島県人会〕5月 19日（日 ) 総会
　〔関西阿波おどり協会〕5月 11日（土）総会
　〔全国徳島県人会事務局会議〕5月 15日（水）ZOOM会議
　〔京都徳島県人会〕7月 14日（日）総会
　・令和 7年 1月 12日 ( 日 ) 新年会
　〔全国徳島県人会連合会〕7月 6日（土）奈良で合同総会
　〔徳島県人会近畿連合会〕9月 7日（日）総会
　・令和 7年 1月 12日（日）新年互礼会
　〔東京徳島県人会〕10月 6日（日）総会
　〔三重徳島県人会〕10月 27日〔日）総会
　〔ふるさと会ほか各種会合〕
　・近畿三好ふるさと会総会（6月 9日総会）
　・忌部文化研究所（6月 29日徳島県つるぎ町で総会）
　・東みよし近畿ふるさと会総会（7月 7日総会）
　・徳島交流大使会議（10月 15日徳島市で開催）
　・徳島の未来へ向けた意見交換会（10月 23日大阪市内）
　・阿波おどり南大阪連設立 33周年祝賀会（11月 3日）
　・12月 18日（水）徳島文理大学の公開授業で講演
　・徳島ゆかりの交流会 in 関西（令和 7年 3月 4日）
　・徳島大学で「徳島プライド醸成塾」（令和 7年 3月 7日）

４．広報活動
　〔奈良徳島県人会ニュース第 22号を発行〕
　〔ホームページ〕随時更新。全国連合会などと相互リンク
　〔東大寺友の会〕奈良公演のDM＝2,500 枚を会員に郵送
　〔新聞・放送・マスコミ〕
　・徳島新聞（ 7 月 7日）掲載
　・読売新聞（12月 3日）掲載
　・徳島新聞（12月 8日）掲載
　・奈良新聞（12月 8日）掲載
　・四国放送テレビ（令和 7年 1月 10日）放送

５．主催・架け橋事業
　〔第 8回阿波人形浄瑠璃奈良公演関係〕
　・12月 6日（金）奈良女子大学講堂で舞台公演
　・12月 7日（土）東大寺で第 8回阿波人形浄瑠璃公演
　〔阿南市那賀川町商工会青年部＋徳島文理大学の連携事業〕
　・7月 6日（土）定期総会に那賀川町商工会青年部が参加
　・11月 10日 ( 日 ) 壁画再創造プロジェクトに奈良から 22名参加
　・令和 7年 2月 1日（土）奈良で「新春の集い」
　〔日本航空福岡定期便 30周年記念祝賀会〕
　・9月 29日（日）福岡市内で開催。
　〔東大寺で「御陣乗太鼓奉納」〕10月 6日（日）17名が参加
　

合　　計 合　　計

門野医院　内科・皮膚科・外科・整形外科

門野　隆子
奈良徳島県人会常任理事

（小松島市三条通り出身）

    〒631-0823 奈良市西大寺国見町 2 丁目 3－17
自宅 TEL.0742-48-9167　医院 TEL.0742-48-9267

診療時間︓AM8:30 ～ 12:30 　（土曜日は第 2・4 のみ診察・木曜は休診）

   948,738   948,738

第 23 回定期総会  
運営協力金
新年会会費
ニュ－ス広告
雑収入
余剰金
繰越金
　  合　計

 第 23 回定期総会
 記念総会費用
 事務通信費印刷代
 新年会費用
 ニュ－ス製作費
 会議室利用費用
 同好会補助金　
 予備費
 繰越金
     合　計

収入の部

繰越金
予備費

支出の部

 
289,521予備費

合　　計 合　　計

  289,521
  

  289,521

 　800,000
　 300,000
    315,000
    180,000
      30,000
    300,000
    209,810
 2,134,810

620,000
341,000
273,000
204,000
49,575

250,000
377,454

2,115,029

180,000
△41.000

42,000
△24.000
△19.575

50,000
△167.644

19,781

 80 名 @10.000  
  
 45 名 @7.000　　　  
 @4.000 @8.000  
 役員懇親会残金  
 前期特別会計より  

800,000
0

250,000
315,000
120,000
30,000

100,000
519,810

2,134,810

  620,000
159,681
249,843
281,000
110,586
26,465

100,000
357,644
209,810

2,115,029

 180,000
△159.681

157
34,000
9,414
3,535

0
162,166

△209.810
19,781

 △

 △

ホテル日航奈良

通信・事務局・HP費

県人会ニュ－ス
役員・盛年部例会
補助金（5グル－プ）
 

289,521
 

奈良徳島県人会ニュース

         特定非営利活動法人阿波農村舞台の会より運営委託のみ計上

天山木材～住まいと暮らしのソリューション～

不動産部では、 土地 ・お家のご相談請け承ります

郷司　好秀
    奈良徳島県人会会長・盛年部部長
     宅地建物取引士（奈良）第 013717 号

                 〒633-0091 奈良県桜井市戒重 224-7
TEL.FAX:0744-45-3232   Mobil:090-8120-6538    Mail:yoshi＠tenzan-go.com 



〔５〕 〔発行日〕 ２０２５年６月１４日

新
会
長
に
郷
司
好
秀
氏
を
選
出

常
任
理
事
会
で
新
体
制
と
方
針
を
決
定

　

奈
良
徳
島
県
人
会
の
令
和

７
年
度
常
任
理
事
会
は
４
月

　

日
、
奈
良
市
の
ア
ク
テ
ィ

奈
良
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
出
会
長
が
議
長
と
な
り
、

は
じ
め
に
「
会
長
と
し
て
奈

良
徳
島
県
人
会
を
７
年
、
全

国
連
合
会
を
２
年
間
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に

皆
様
方
の
ご
支
援
の
賜
で
す
。

今
後
は
、
新
し
い
体
制
で
県

人
会
を
進
め
て
ほ
し
い
」
と

し
て
、
後
任
会
長
に
郷
司
好

秀
氏
を
推
薦
し
、
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

郷
司
新
会
長
は
、
こ
の
あ

と
新
し
い
役
員
案
と
本
年
度

の
活
動
方
針
な
ど
を
説
明
、

す
べ
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
体
制
と
し
て
、
徳

島
大
学
工
業
会
奈
良
支
部
長

の
立
石
秀
樹
氏
が
顧
問
に
、

ま
た
、
会
計
担
当
副
会
長
に

新
た
に
峯
瀬
清
一
郎
氏
が
加

わ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
事
業
計
画
と

し
て
「
徳
島
ゆ
か
り
同
好
会
」

と
「
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
同
好

会
」
が
新
設
さ
れ
、
従
来
の

５
同
好
会
に
新
た
に
２
つ
の

同
好
会
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
過
去
８
年
間
に
わ

た
っ
て
続
け
て
き
た
阿
波
人

形
浄
瑠
璃
奈
良
公
演
に
つ
い

て
は
、
開
催
は
一
旦
休
止
と

す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

令和 7年度 事業計画
１．奈良徳島県人会定期総会
　６月 14日 ( 土 ) ホテル日航奈良で令和 7年度定時総会
　を開催します。今後の新しい体制と事業計画などが報告
　され、第 2部の交流会では藤本流三味線演奏会や阿波踊
　りなどを楽しみます。

２．常任理事会・役員会等
　〔常任理事会・正副会長会議〕は随時開催します
　〔新春の集い〕令和８年１月 31日 ( 土 ) 開催

３．全国徳島県人会連合会・ふるさと会
　〔全国徳島県人会事務局会議〕5月８日（木）Zoom会議
　〔堺徳島県人会〕5月 25日（日）総会
　〔中部徳島県人会〕6月 29日（日）総会 
　〔京都徳島県人会〕7月 13日（日）総会
　〔全国徳島県人会連合会〕８月９日 ( 土 ) 徳島市で総会　
　〔徳島県人会近畿連合会〕9月 7日 ( 日 ) 総会
　〔東京徳島県人会〕10月５日（日）総会
　〔ふるさと会・各種団体〕
　・近畿三好ふるさと会総会（6月 15日） 
　・東みよし近畿ふるさと会総会（7月 6日）
　・ひろしま四国人会「第 3回大納涼祭」（7月 6日）

４．７つの同好会が地域で活動
　阿波おどり、グランドゴルフ、歴史ウオーク、カラオケ
　グランドゴルフの他に、本年度から「徳島ゆかり同好会」
　と「阿波人形浄瑠璃同好会」が活動を始めます。

５．女子部・盛年部
　盛年部は、毎月第 3金曜日に奈良市西部公民館を例会場
　に定例会を開いています。次代の県人会を担うメンバー
　を育成します。

６．広報活動
　〔奈良徳島県人会ニュース第 23号を発行〕
　〔ホームページ〕県人会の活動を随時発信。

7．主催・架け橋事業
　〔徳島県関係及びその他会議〕
　・5月 31日（土）関西阿波踊り協会総会
　〔徳島ゆかり同好会〕
　・８月 13日（土）本場の阿波踊りのバスツアーを計画。
　〔阿波民部大夫忌～奈良徳島 祈りの架け橋〕
　・10月 8日（水）東大寺俊乗堂において徳島県神山町の
　　吉祥院との合同慰霊法要。奈良徳島県人会も参加します。
　〔阿南市那賀川町商工会青年部との連携事業〕
　・11月 9日（日）那賀川町商工会青年部主催の「出島壁
　　画再創造プロジェクト」に参加

株式会社 サンロード

代表取締役　高見　敏明
奈良徳島県人会顧問

（阿南市新野町出身）

    〒634-0813 橿原市四条町 417-1
TEL.0744-23-4139　FAX.0744-23-6462

２
同
好
会
を
新
設

奥村　靖

長尾　弘 

新見利和

華本数則

福谷あずさ

宮阪悦子

峯瀬清一郎

森　寛治

　

副会長

会　長

顧　問
伊藤將也
川原春幸
岡  憲作
木本達雄
菊山弘師
高篠　香
高見敏明
立石秀樹
花井誠志
正木武夫
山出　覚
若狭義章

相談役　　
内村嘉孝

中川三千男

本出良一

会計監査　
平田順久
松村容子

常任理事
石井　清
折野英夫
門野隆子
国森恵次
久保皓美
桑原誠人
後藤洋二
杉本哲也
鈴木純子
多田芳仁
多田宣子
田中文子
寺田百合子
蔦　　裕
田原口宏貞
富永耀介
豊島康幸

常任理事
中西章人
長田雅夫
西本　博
野田勝則
橋本繁夫
橋山　茂
橋山昌子
廣澤和江
福野コヨヱ
船越忠雄
細川善明
湯浅　学
正木冨美子
松村容子
森山博子
吉川史子
米山多希子

13

奈良徳島県人会ニュース

郷司好秀

！

新

新

新

新

新

新

新

～フレッシュな陣容で一層の前進を～
令和 7年度奈良徳島県人会役員

( 敬称略・順不動 )

https://tsunagu-street.com

奈良徳島県人会を応援しています

  那賀川町商工会  
会長  春 野  祐 治　
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大
仏
殿
で
の
三
番
叟
奉
納

の
す
ぐ
後
に
こ
ん
な
お
話
し

が
舞
い
込
み
ま
し
た
。

　

平
安
末
期
（
一
一
八
一
年
）

に
、
平
氏
に
よ
る
南
都
焼
討

と
い
う
事
件
が
起
こ
り
ま
し

た
。
こ
の
時
に
奈
良
の
町
や

寺
院
は
一
部
を
除
い
て
ほ
ぼ

全
焼
し
ま
し
た
。

　

大
仏
殿
を
は
じ
め
東
大
寺

の
復
興
は
困
難
を
極
め
ま
す

が
、
こ
の
時
立
ち
上
が
っ
た

の
が
重
源
上
人
と
い
う
僧
侶

で
、
そ
の
重
源
を
支
え
た
の

が
田
口
成
良
と
い
う
阿
波
豪

族
と
阿
波
衆
だ
っ
た
の
で
す
。

  

新
た
に
合
同
法
要
「
阿
波
民
部
大
夫
忌
〜
重
源
と
成
良  

奈
良
・
徳
島 

祈
り
の
架
け
橋
〜
」

公
演
と
合
わ
せ
て
、
２
日
間

で
実
に
６
百
人
の
観
客
が
全

国
か
ら
訪
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

初
め
て
字
幕
に
日
英
語
を
取

り
入
れ
、
外
国
の
お
客
様
も

一
緒
に
徳
島
の
伝
統
文
化
を

楽
し
み
ま
し
た
。
２
日
間
の

公
演
は
大
成
功
の
う
ち
に
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
っ
て
県
人
会

の
活
動
を
支
援
し
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
東
大
寺
さ
ん
か
ら

「
徳
島
県
神
山
町
の
吉
祥
院
さ

ん
か
ら
合
同
法
要
の
依
頼
が

き
て
い
ま
す
。
県
人
会
も
一

緒
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
」。

使
命
を
果
た
し
て
幕
！ 

阿
波
人
形
浄
瑠
璃 

奈
良
公
演

　

能
登
半
島
の
御
陣
乗
太
鼓
の
復
興
支
援
を
！

　

石
川
県
指
定
無
形
文
化
財

の
「
御
陣
乗
太
鼓
」
の
復
活

を
支
援
す
る
活
動
を
す
る
の

で
協
力
し
て
ほ
し
い
。
こ
ん

な
要
請
が
東
大
寺
さ
ん
か
ら

届
き
ま
し
た
。

　

さ
っ
そ
く
盛
年
部
を
中
心

に
体
制
が
組
ま
れ
、　

月
６
日

　

成
良
は
、
平
清
盛
に
仕
え

当
時
の
中
国
貿
易
の
責
任
者

と
し
て
活
躍
し
、
中
国
人
の

職
人
や
技
術
を
重
源
上
人
に

紹
介
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
功
績
の
数
々
は

古
文
書
に
も
残
っ
て
お
り
、

東
大
寺
で
は
、
重
源
上
人
が

祀
ら
れ
て
い
る
俊
乗
堂
で
毎

年　

月
８
日
に
吉
祥
院
と
合

同
法
要
を
行
う
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。
奈
良
徳
島
県
人
会

も
参
加
し
、「
奈
良  

徳
島
の

絆
」
は
永
遠
に
語
り
継
が
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

の
大
仏
殿
中
門
前
で
の
演
奏

会
に
合
わ
せ
て
参
加
者
を
募

る
と
、
他
府
県
の
県
人
会
青

年
部
も
含
め
て　

名
が
名
乗

り
を
上
げ
ま
し
た
。

　

当
日
は
演
奏
時
に
募
金
活

動
を
実
施
、
驚
く
ほ
ど
の
協

力
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

知ってるようで、意外と知らない徳島。
その魅力を再発見しよう～こんな同好
会が度誕生しました。名付けて「徳島
ゆかり同好会」です。
その第 1回企画は「阿波踊りの本場に
乗り込んで、丸ごと体験！」です。
次の通りの要項で参加者を募集中です。

　　　　　　　ー記ー

日時／ 令和 7年 8月 13日（水） 8 時
　　　  に西大寺駅南バスターミナル出発
　　   　（日帰りバスツアーとなります）
行程／ 13時に阿波銀ホールで有名選
　　　 抜連 6連の阿波踊り見学。
　　　 18 時から「藍場浜演舞場」指定
　　　  席で本場の踊りを見学
　　　  途中に自由時間あり。
参加費／ 2万円（保険、弁当、飲物付）
募集／先着 25名様で締切ます。
お申込・お問合せ／代表幹事・長尾弘
携帯　 080-5704-3316
メール awaodori-2019@au.com

徳島ゆかり同好会  第 1 回企画

東
大
寺
さ
ん
か
ら
の
協
力
要
請
に
　
人
が
参
加

　

国
指
定
の
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
「
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
」

を
世
界
遺
産
の
奈
良
東
大
寺

か
ら
世
界
に
発
信
し
よ
う
、

と
徳
島
県
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿

波
農
村
舞
台
の
会
な
ど
と
平

成　

年
か
ら
取
り
組
ん
で
き

た
舞
台
は
、
こ
の
公
演
を
最

後
に
、
一
旦
幕
を
下
ろ
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
全
国
徳
島
県
人

会
連
合
会
の
設
立　

周
年
の

記
念
事
業
に
も
指
定
さ
れ
、

徳
島
県
が
主
催
者
と
な
っ
て

初
め
て
の
２
日
連
続
公
演
。

　

国
立
奈
良
女
子
大
学
で
は

文
学
部
の
正
式
授
業
と
し
て

開
催
さ
れ
、
翌
日
の
東
大
寺

29

20

　私達は、地域社会に心のこもった
　　　　　　　　高品質の構造物を提供する事を目指します。

代表取締役　　笹　尾　和　志
〒633-0315　奈良県宇陀市室生大野 3256
TEL. 0745-92-2328　FAX. 0745-92-2128

ISO　認証登録
9001︓2015
14001︓2015

株式会社泗水工業　

岡崎　和至
     〒559-0021  大阪市住之江区柴谷 2 丁目 5 番 32 号
         TEL.06-6685-3896　FAX.06-6685-7473
  Mobile:070-5268-4414  E-mail:shisui@wonder.ocn.ne.jp

代表取締役
知事（般）第 91242 号

奈良徳島県人会を応援しています

本場で阿波踊り、丸ごと体験

東
大
寺
さ
ん
か
ら
提
案

10

復
興
に
阿
波
衆
が
活
躍

17

10

17

2024 年 10 月 6日東大寺で

あ   

わ     

み 

ん 

ぶ  

た 

ゆ 

う  

き
　
　   

ち
ょ
う
げ
ん
　
し
げ
よ
し

最後の舞台公演となった第８回阿波人形浄瑠璃奈良東大公演（2024 年 12 月 7日）

永
遠
に
語
り
継
が
れ
る
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歴
史
ウ
オ
ー
ク
同
好
会

　

ま
た
、
万
博
会
場
に
も
出

演
、
運
営
を
担
う
立
場
と
し

て
、
こ
れ
以
上
な
い
チ
ャ
ン

ス
を
い
た
だ
け
た
こ
と
に
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

観
客
の
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
、
一
歩
ず
つ

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

問
合
せ
＝
森　

正
彦
さ
ん

０
９
０
（
２
１
０
３
）
７
８

５
６

健
康
に
歴
史
散
歩

　

奈
良
県
内
の
名
所
旧
跡
を

南
へ
北
へ
訪
ね
て
歩
く
。

　

ゆ
っ
く
り
と
マ
イ
ペ
ー
ス

で
原
則
は
毎
月
第
３
土
曜
日
。

春
と
秋
の
年
間
５
回
の
ペ
ー

ス
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

今
年
は
３
月
に
は
「
初
瀬

里
歩
き
」
４
月
に
は
「
屋
敷

山
公
演
か
ら
飯
豊
天
皇
、
中

将
姫
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
る
」

５
月
は
「
平
群
の
里
歩
き
」。

　

参
加
費
は
１
回
５
０
０
円
。

資
料
代
の
ほ
か
傷
害
保
険
に

も
入
っ
て
い
る
の
で
安
心
。

参
加
者
を
募
集
中
で
す
。　

　

問
合
せ
＝
宮
阪
悦
子
さ
ん

０
７
４
４
（    

）
３
８
７
６

好
き
な
曲
を
歌
っ
て

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

グ
ラ
ン
ド

ゴ 

ル 

フ

　

定
例
の
練
習
場
は
、
奈
良

市
帝
塚
山
南
の
「
黒
谷
球
技

場
」
で
、
原
則
は
毎
週
火
曜

日
の
朝
９
時
半
に
は
ス
タ
ー

ト
、
午
前
中
に
３
ゲ
ー
ム
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

終
了
す
れ
ば
表
彰
式
だ
。

そ
の
日
の
１
〜
３
位
そ
れ
に

Ｂ
Ｂ
賞
や
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

賞
も
あ
り
、
み
ん
な
で
健
闘

を
た
た
え
合
う
。
和
や
か
で

笑
顔
が
絶
え
な
い
。

　

何
よ
り
、
健
康
と
素
晴
ら

し
い
仲
間
づ
く
り
に
は
最
高
。

　

問
合
せ
＝
西
本　

博
さ
ん

０
９
０
（
５
０
４
４
）
６
３

５
８

阿
波
踊
り
同
好
会

同
好
会

　

原
則
は
毎
月
第
一
水
曜
日

が
例
会
日
。
参
加
費
は
千
円

で
、
午
前　

時
か
ら
お
昼
過

ぎ
ま
で
大
き
な
部
屋
を
貸
切

っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

会
場
は
、
近
鉄
学
園
前
駅

駅
か
ら
バ
ス
で
５
分
。「
ス

ー
パ
ー
カ
ラ
オ
ケ
奈
良
学
園

前
店
」
で
す
。

　

最
近
、
若
い
人
の
参
加
も

あ
っ
て
楽
し
そ
う
。
昔
歌
っ

た
懐
か
し
い
唄
に
は
青
春
の

想
い
出
も
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ

て
い
る
。
歌
の
好
き
な
方
、

い
つ
で
も
の
ぞ
い
て
ね
。

　

問
合
せ
＝
橋
本
繁
夫
さ
ん

０
７
４
２
（    

）
９
５
４
６

4424

同好会が

結ぶ結ぶ

県人会の絆を！
徳島と奈良を！

すだちくんせんとくん

笑
顔
と
健
康
が
最
高

10

立
石
さ
ん
見
事
優
勝

ゴ
ル
フ
同
好
会

　

毎
年
春
秋
に
３
回
開
催
し

て
い
る
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
。
令

和
７
年
春
は
４
月　

日
に
奈

良
万
葉
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部

で
初
参
加
１
名
を
含
む　

名

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
時
は
雨
模
様
で

し
た
が
し
ば
ら
く
し
て
雨
も

上
が
り
皆
さ
ん
プ
レ
ー
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

優
勝
は
立
石
秀
樹
さ
ん
で
、

準
優
勝
は
郷
司
好
秀
さ
ん
で

し
た
。

　

次
回
は
９
月　

日
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

問
合
せ
＝
華
本
数
則
さ
ん

０
７
４
５
（    

）
４
７
９
２

32

23

11

　
「
大
仏
連
」
と
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
か
ら
声
が

け
を
い
た
だ
く
機
会
が
多
く

な
り
、
ち
び
っ
子
メ
ン
バ
ー

も
増
え
、
全
体
の
平
均
年
齢

も
若
返
っ
て
お
り
ま
す
。

関
西
万
博
に
も
出
演

奈良徳島県人会ニュース
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         〒630-0256  奈良県生駒市本町 3-21
　　 TEL.0743-85-4970  近鉄生駒駅南へ徒歩３分

奈良徳島県人会を応援しています

宮崎麻貴子
   奈良徳島県人会会員

       〒631-0076　奈良市富雄北 1-4-1
　　 TEL.090-9889-1508  富雄北商店街内

奈良徳島県人会を応援しています
朝ごはん
昼ごはん
夜ごはん

森　政美
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ふるさと徳島と奈良徳島県人会の発展を応援しています
（順不同、敬称略）

奈
良
徳
島
県
人
会
相
談
役

中
川
三
千
男

〒
六
三
〇
ー
八
〇
四
五

奈
良
市
六
条
緑
町
二
ー
一
三
ー
七

電　

話　

〇
七
四
二
（
四
四
）
二
五
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
四
二
（
四
四
）
二
五
二
〇

（
吉
野
川
市
山
川
町
出
身
）

奈
良
徳
島
県
人
会
副
会
長

徳
島
ゆ
か
り
同
好
会
代
表

長
尾
　
弘

〒
六
三
一
ー
〇
〇
六
五

奈
良
市
鳥
見
町
三
ー
二
八
ー
八

電　

話　

〇
七
四
二
（
四
八
）
四
五
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
四
二
（
四
八
）
四
五
四
一

（
阿
南
市
津
乃
峰
町
出
身
）

奈
良
徳
島
県
人
会
常
任
理
事

富
永
　
耀
介

〒
六
三
一
ー
〇
〇
四
一

奈
良
市
学
園
大
和
町
三
丁
目
一
三
二

電　

話　

〇
九
〇（
三
四
八
八
）
九
五
四
〇

（
徳
島
市
寺
島
本
町
出
身
）

奈
良
徳
島
県
人
会
常
任
理
事

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
代
表

橋
本
　
繁
夫

〒
六
三
〇
ー
八
〇
四
三

奈
良
市
六
条
一
丁
目
九
ー
九

電　

話　

〇
七
四
二
（
四
四
）
九
五
四
六

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
四
二
（
四
四
）
九
五
四
六

（
美
馬
市
脇
町
出
身
）

奈
良
徳
島
県
人
会
副
会
長

新
見
　
利
和

〒
六
三
一
ー
〇
八
四
二

奈
良
市
菅
原
町
六
一
〇
ー
一
二

電　

話　

〇
七
四
二
（
四
六
）
九
六
五
八

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
四
二
（
四
六
）
九
六
五
八

（
板
野
郡
北
島
町
出
身
）

奈
良
徳
島
県
人
会
顧
問

奈
良
市
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

学
園
前
支
部
会
長

正
木
　
武
夫

〒
六
三
一
ー
〇
〇
五
二

奈
良
市
中
町
四
〇
三
六
ー
一
三

電　

話　

〇
七
四
二
（
四
六
）
二
七
九
七

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
四
二
（
四
六
）
二
七
九
七

（
阿
波
市
土
成
町
出
身
）

奈
良
徳
島
県
人
会
副
会
長

ゴ
ル
フ
同
好
会
代
表

華
本
　
数
則

〒
六
三
六
ー
〇
〇
一
三

北
葛
城
郡
王
寺
町
元
町
二
ー
一
一
ー
三

電　

話　

〇
九
〇（
八
五
二
八
）〇
六
六
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
四
五
（
三
二
）
四
七
九
二

奈
良
徳
島
県
人
会
顧
問

岡
　
憲
作

〒
六
三
一
ー
〇
〇
四
四

奈
良
市
藤
ノ
木
台
三
ー
一
三
ー
二
一

電　

話　

〇
七
四
二
（
四
四
）
八
〇
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
四
二
（
四
四
）
八
〇
二
二

（
阿
波
市
土
成
町
出
身
）

（
三
好
市
井
川
町
出
身
）

奈
良
徳
島
県
人
会
顧
問

奈
良
県
議
会
議
員

伊
藤
　
將
也

〒
六
三
〇
ー
八
二
四
一

奈
良
市
高
天
町
三
八
ー
五

　
　
　
　

佐
川
第
１
ビ
ル
四
〇
三

電　

話　

〇
九
〇（
三
〇
六
七
）〇
一
一
〇

奈
良
徳
島
県
人
会
顧
問

高
篠
　
香

〒
六
一
九
ー
〇
二
二
三

木
津
川
市
相
楽
台
九
ー
一
ー
五

　
　
　

ロ
ー
ズ
ラ
イ
フ
高
の
原
二
一
一

電　

話　

〇
九
〇（
九
〇
九
二
）
八
四
三
四

（
三
好
郡
東
み
よ
し
町
出
身
）

奈
良
徳
島
県
人
会
相
談
役

徳
島
交
流
大
使

関
西
・
阿
南
ふ
る
さ
と
会
顧
問

内
村
　
嘉
孝

〒
六
三
一
ー
〇
〇
一
三

奈
良
市
中
山
町
西
四
丁
目
五
三
五
番
地
の
三
〇
二

電　

話　

〇
七
四
二
（
四
三
）
六
二
三
九

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
四
二
（
四
三
）
六
二
三
九

（
阿
南
市
桑
野
町
出
身
）

奈
良
徳
島
県
人
会
常
任
理
事

蔦
　
　
裕

〒
六
三
六
ー
〇
二
二
六

磯
城
郡
田
原
本
町
唐
古
一
八
番
地

電　

話　

〇
七
四
四
（
三
三
） 

二
四
三
四

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
四
四
（
三
二
）〇
八
一
〇　

（
三
好
市
池
田
町
出
身
）

奈
良
徳
島
県
人
会
副
会
長

森
　
寛
治

〒
六
三
一
ー
〇
〇
〇
六

奈
良
市
西
登
美
ヶ
丘
五
丁
目
四
番
一
八
号

電　

話　

〇
七
四
二
（
四
三
）
一
七
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
四
二
（
四
三
）
一
七
一
五

（
阿
南
市
新
野
町
出
身
）

奈
良
徳
島
県
人
会
副
会
長

歴
史
ウ
オ
ー
ク
同
好
会
代
表

宮
阪
　
悦
子

〒
六
三
四
ー
〇
八
四
四

橿
原
市
土
橋
町
二
六
二
ー
二
九

電　

話　

〇
七
四
四
（
二
四
）
三
八
七
六

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
四
四
（
二
四
）
三
八
七
六

（
阿
南
市
福
井
町
出
身
）

奈
良
徳
島
県
人
会
常
任
理
事

米
山
多
希
子

奈
良
徳
島
県
人
会
顧
問

菊
山
　
弘
師

〒
六
三
〇
ー
八
一
〇
八

奈
良
市
法
蓮
佐
保
山1

ー
三
ー
一
一

電　

話　

〇
九
〇（
三
二
七
〇
）〇
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
四
二
（
二
七
）
六
三
六
三

（
京
都
市
出
身
）

〒
六
三
〇
ー
八
一
一
三

奈
良
市
法
蓮
町
四
一
七
ー
一
ー
五
〇
四

電　

話　

〇
七
四
二
（
七
七
）〇
〇
一
八

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
四
二
（
五
五
）
九
六
二
一

（
美
馬
市
出
身
）

徳
島
県
人
会
近
畿
連
合
会
常
任
理
事

徳
島
新
聞
社
大
阪
支
社
支
社
長

松
島
　
潔

〒
五
三
〇
ー
〇
〇
〇
三

大
阪
市
北
区
堂
島
一
ー
五
ー
一
七

　
　
　
　
　
　

堂
島
グ
ラ
ン
ド
ビ
ル
四
階

電　

話　

〇
六
（
六
三
四
五
） 

〇
三
一
六

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
六
（
六
三
四
一
）
六
〇
二
五　

桑
原
　
誠
人

〒
六
三
三
ー
〇
二
二
八

宇
陀
市
榛
原
栗
谷
一
〇
八

電　

話　

〇
七
四
五
（
八
二
）
二
七
五
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
四
五
（
八
二
）
二
七
五
七

（
大
阪
市
出
身
）

奈
良
徳
島
県
人
会
常
任
理
事

株
式
会
社
陽
光
フ
ァ
ー
ム　

代
表
取
締
役
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奈
良
徳
島
県
人
会
常
任
理
事

多
田
　
芳
仁

〒
六
三
一
ー
〇
八
〇
六

奈
良
市
朱
雀
六ｰ

十
二
ー
十
二

電　

話　

〇
七
四
二
（
七
一
）
六
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
四
二
（
七
一
）
六
五
五
一

（
三
好
郡
東
み
よ
し
町
出
身
）

奈
良
徳
島
県
人
会
常
任
理
事

株
式
会
社
Ｈ
Ｅ
Ｘ
Ｅ
Ｌ  

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ

国
森
　
恵
次

〒
六
三
〇
ー
八
一
三
六

奈
良
市
恋
の
窪
三
丁
目
八
ー
一
六

電　

話　

〇
八
〇（
三
一
一
五
）
二
四
二
四

奈
良
徳
島
県
人
会
常
任
理
事

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会
代
表

西
本
　
博

〒
六
三
〇
ー
八
〇
三
七

奈
良
市
中
町
四
八
三
三
ー
二

電　

話　

〇
七
四
二
（
四
五
）
一
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
四
二
（
四
五
）
一
九
一
一

（
奈
良
市
出
身
）

奈
良
徳
島
県
人
会
常
任
理
事

石
井
　
清

〒
六
三
四
ー
〇
〇
七
八

橿
原
市
八
木
町
三
ー
八
ー
四
七

電　

話　

〇
七
四
四
（
二
二
）
六
八
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
四
四
（
二
二
）
六
八
二
二

（
阿
波
市
柿
島
出
身
）

社
会
保
険
労
務
士
法
人

ま
ほ
ろ
ば
労
務
経
営
事
務
所

代
表
社
員

長
田
　
雅
夫

〒
六
三
四
ー
〇
八
二
一

橿
原
市
西
池
尻
町
一
〇
七
ー
一
五

電　

話　

〇
九
〇（
六
二
〇
一
）
六
六
二
三

（
橿
原
市
西
池
尻
出
身
）

奈
良
徳
島
県
人
会
顧
問

立
石
　
秀
樹

〒
六
三
〇
ー
八
三
〇
六
」

奈
良
市
紀
寺
町
一
〇
一
九
ー
一

電　

話　

〇
七
四
二
（
二
二
）
六
九
九
九

（
徳
島
市
国
府
町
出
身
）

奈
良
徳
島
県
人
会
会
計
監
査

平
田
　
順
久

〒
六
三
一
ー
〇
〇
七
四

奈
良
市
三
松
二
丁
目
一
二
ー
三
ー
四
〇
二

電　

話　

〇
九
〇（
四
三
八
八
）
二
六
二
六

（
香
川
県
丸
亀
市
出
身
）


